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議会の構成が決定しました
令和２年第６回恵那市議会定例会において、新しく議長・副議長・監査委員が決まりました。併せ
て常任委員会、議会運営委員会、特別委員会の委員構成が決定しました。
恵那市議会では申し合わせにより、議長、副議長、監査委員、常任委員会、議会運営委員会委員の
任期は１年としています。

鵜　飼　伸　幸

議　　長

千　藤　安　雄

副　議　長

西　尾　　　努

監査委員

皆様の推挙により議長の職に就くこととなりま
した。
責任の重さをひしひしと感じております。もと
より浅学非才な私が選任されましたことは、誠に
身に余る光栄であるとともに身が引き締まる思い
でございます。
また、議員各位におかれましては、先の選挙で
それぞれ勝ち抜かれた18名であります。先輩議
員が勇退され、８名の新人議員が加わっての１年
目のスタートでございます。こうした体制のなか、
私自身、緊張感を持って、公正・公平に議会運営
ができるよう努めてまいります。
そして、誰もが経験のない新型コロナウイルス
感染症という脅威に立ち向かい、的確な判断とス
ピード感を持って取り組みたいと思います。
また、リニア中央新幹線開業を見据えたまちづ
くり、そして、瑞浪恵那道路、国道418号幹線
道路等のインフラ整備の推進、待ったなしの人口
減少、少子高齢化問題等の重要課題については、
議会と行政がしっかりと議論を交わし、計画を立
て着実に進めていきたいと思います。
コロナ禍の厳しい状況下のなか、議会運営につ
きましては、議員の皆さん、小坂市長をはじめ、
行政の支援、協力をいただき、議会、行政が一体
となり、市民の皆様の負託に応えていくことがで
きるよう、議会の重責を果たしてまいります。

議長の抱負

このたびは、副議長の大任を再び拝し、身に
余る光栄でありますと同時に、職責を痛感して
いるものであります。もとより浅学非才で微力
ではございますが、議長を補佐し、克己復礼の
精神を忘れずに、行政知識を研さんし、執行部
の皆さんから冷笑を受けない議会人を目指し、
経験したことのないコロナ禍や今後ますます多
様化していく社会を見定め、行政の発展並びに
円滑な議会運営に努めてまいりたいと考えてお
ります。
二元代表制の一翼を担う議会として、市民の

皆様の期待と信頼にお応えできるよう、市政の
更なる発展と市民生活の向上に向けて常に公正・
公平を心がけ取り組んでまいります。
どうかよろしくお願いします。

副議長の抱負

議 会 だ よ り
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総務部、まちづくり企画部、消防本部、
消防署、教育委員会、会計の所管に属
する事項並びに他の常任委員会の所管
に属さない事項の調査及び審査を行う。

　　　６人

目的

定数

市民サービス部、医療福祉部の所管
に属する事項の調査及び審査を行う。

　　　６人

目的

定数

商工観光部、農林部、建設部、水道
環境部、農業委員会の所管に属する
事項の調査及び審査を行う。

　　　６人

目的

定数

経済建設委員会

市民福祉委員会

総務文教委員会

常 任 委 員 会

議会運営委員会

議会運営を円滑に行うため、日程、議
案の取り扱いなどについての協議を行
う。また請願や陳情などの審査も行う。

　　　５人

目的

定数

議 会 だ よ り
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特 別 委 員 会

国道 19号瑞浪恵那道路及び新丸
山ダム建設促進と関連する諸問題
について調査研究を行う。

　　　７人

目的

定数

議会だよりの編集発行を行うとと
もに、議会の活動等を広く市民に公
開し、周知するための調査研究を行
う。

　　　７人

目的

定数

リニア中央新幹線の建設に関する
諸問題について調査研究を行う。
　　　７人

目的

定数

リニア中央新幹線対策
特別委員会

広報広聴特別委員会

瑞浪恵那道路・新丸山ダム
建設促進特別委員会

委員会構成 令和２年12月８日現在

（番号＝委員会における議席番号　◎＝委員長　○＝副委員長）

委員会名 委　員　氏　名

常　
任　
委　
員　
会

総務文教委員会
○１太田　敦之
　２林　　貴光
　３山内　敏敬

　４平林多津子
　５後藤　康司
◎６中嶋　元則

市民福祉委員会
○１伊藤　勝彦
　２猿渡　南江
　３西尾　　努

　４安藤　直実
　５鵜飼　伸幸
◎６町野　道明

経済建設委員会
○１服部　紀史
　２秋山　佳寛
　３佐々木　透

　４柘植　孝彦
　５千藤　安雄
◎６堀　　光明

議会運営委員会
○１柘植　孝彦
　２伊藤　勝彦
　３平林多津子

　４堀　　光明
◎５後藤　康司

委員会名 委　員　氏　名

特　
別　
委　
員　
会

瑞浪恵那道路・
新丸山ダム建設
促進特別委員会

○１林　　貴光
　２山内　敏敬
　３秋山　佳寛
　４服部　紀史

　５中嶋　元則
　６千藤　安雄
◎７柘植　孝彦

広報広聴
特別委員会

○１服部　紀史
　２平林多津子
　３中嶋　元則
　４安藤　直実

　５町野　道明
　６堀　　光明
◎７佐々木　透

リニア中央新幹線
対策特別委員会

○１西尾　　努
　２太田　敦之
　３伊藤　勝彦
　４猿渡　南江

　５町野　道明
　６堀　　光明
◎７後藤　康司

議 会 だ よ り
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令
和
２
年
第
６
回
定
例
会
が
12
月
７

日
か
ら
12
月
25
日
ま
で
の
19
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
議
会
構
成
が
行
わ
れ
、
恵
那

市
議
会
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
、
議
席

の
指
定
を
行
い
、
常
任
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
構
成
委

員
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案

は
、
専
決
処
分
の
承
認
４
件
、
条
例
の

制
定
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、

そ
の
他
50
件
（
そ
の
う
ち
指
定
管
理
者

の
指
定
49
件
）、
人
事
案
件
19
件
、
補

正
予
算
関
係
８
件
の
合
計
86
件
で
す
。

主
な
議
案
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
恵
那
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正　

○
恵
那
市
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
恵
那
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

○
恵
那
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

こ
の
４
件
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
が
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
条
例
の
一
部
改

正
を
行
い
、
市
議
会
議
員
、
特
別
職
及

び
市
職
員
の
期
末
手
当
の
所
要
の
改
正

を
行
う
。

○
恵
那
市
中
山
道
明
治
天
皇
大
井
行あ
ん

在ざ
い

所
活
用
条
例
の
制
定

中
山
道
明
治
天
皇
大
井
行
在
所
を
公

の
施
設
と
し
て
管
理
す
る
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
。

○
恵
那
市
税
外
諸
収
入
の
督
促
手
数
料
及

び
延
滞
金
徴
収
条
例
等
の
一
部
改
正

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

特
例
基
準
割
合
を
延
滞
金
特
例
基
準
割

合
に
改
め
る
な
ど
所
要
の
改
正
を
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

○
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地

域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る

法
律
に
係
る
恵
那
市
固
定
資
産
税
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る

地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用
省

令
の
題
名
を
改
め
る
な
ど
、
所
要
の
改

正
を
行
う
。

○
恵
那
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

恵
那
都
市
計
画
事
業
正
家
第
二
土
地

区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
換
地
処
分
に
伴

い
、
当
該
区
域
内
の
都
市
公
園
の
位
置
を

改
め
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

○
恵
那
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、
構
造
及

び
管
理
並
び
に
対
象
火
気
器
具
等
の
取

扱
い
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
急
速
充
電
設
備
に
係
る
基
準
を
改

め
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

○
変
更
契
約
の
締
結

小
中
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

契
約
額　

２
億
４
，
２
７
７
万
円

相
手
方　

株
式
会
社
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク

　
　
　
　

多
治
見
営
業
所

○
岩
村
上か
ん

町ま
ち
ま
ち
な
か
交
流
館
な
ど
84
施
設

（
７
ペ
ー
ジ
に
一
覧
を
掲
載
）

○
恵
那
市
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任

現
委
員
で
あ
る
堀
歳
昭
氏
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
た
に
小
嶋
初
夫
氏
を
選

任
す
る
。

小
嶋
初
夫
氏
（
大
井
町
）
新
任

○
恵
那
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
選
任

現
委
員
で
あ
る
柘
植
麻
美
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に
加
藤
英
雄
氏
を

選
任
す
る
。

加
藤
英
雄
氏
（
長
島
町
）
新
任

○
恵
那
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
選
任

現
委
員
で
あ
る
鎌
田
基
予
子
氏
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
後
藤
伸
子
氏

を
選
任
す
る
。

後
藤
伸
子
氏
（
大
井
町
）
新
任

専
決
処
分

条
例
関
係

そ
の
他

指
定
管
理
者
の
指
定

人
事
関
係

行在所へ移築工事中の長屋門

電気自動車急速充電設備

令
和
二
年
第
六
回
定
例
会

改
選
後
初
の
議
会
に
お
い
て
、
条
例
の
制
定
、
改
正
及
び

補
正
予
算
な
ど
86
件
を
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

議 会 だ よ り
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○
恵
那
市
監
査
委
員
の
選
任

現
委
員
で
あ
る
水
野
泰
正
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、再
び
同
氏
を
選
任
す
る
。

水
野
泰
正
氏
（
東
野
）
再
任

現
委
員
で
あ
る
橋
本
平
紀
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に
西
尾
努
氏
を
選

任
す
る
。

西
尾
努
氏
（
大
井
町
）
新
任

○
恵
那
市
遠
山
財
産
区
管
理
会
の
委
員

の
選
任

水
野
康
造
氏
、
春
日
井
英
之
氏
、

後
藤
克
英
氏
、
勝
元
紀
氏
、

勝
美
勝
氏
、
阿
部
哲
也
氏
、

村
松
康
敬
氏
（
全
て
山
岡
町
）

○
恵
那
市
上か

み

財
産
区
管
理
会
の
委
員
の

選
任小

木
曽
賢
一
氏
、
荻
山
岩
雄
氏
、

堀
勝
氏
、
矢
野
安
則
氏
、

平
出
和
博
氏
、
髙
崎
安
史
氏
、

中
根
將
晴
氏
（
全
て
上
矢
作
町
）

○
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員

小
坂
喬
峰
氏
（
市
長
）

○
恵
那
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

樋
田
千
浪
氏
（
中
野
方
町
）

安
藤
敏
幸
氏
（
大
井
町
）

細
江
和
章
氏
（
長
島
町
）

加
藤
博
久
氏
（
山
岡
町
）

○
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第

３
波
の
影
響
に
よ
り
、
売
上
げ
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
市
内
の
飲
食
店
を
支
援

す
る
「
飲
食
店
利
用
チ
ケ
ッ
ト
補
助
事

業
」
を
拡
充
す
る
た
め
、
既
定
の
歳
出

予
算
の
総
額
に
８
，０
０
０
万
円
を
計

上
す
る
。

市
内
の
医
療
機
関
な
ど
を
支
援
す

る
目
的
で
寄
せ
ら
れ
た
「
ふ
る
さ
と

え
な
応
援
寄
附
金
」
を
医
療
機
関
や

薬
局
へ
配
付
す
る
た
め
の
経
費
２
，

０
０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
え
な
応
援

寄
附
金
の
増
加
に
よ
り
、
市
民
の
ま

ち
づ
く
り
基
金
積
立
金
、
返
礼
品
な

ど
の
費
用
な
ど
７
，
０
５
１
万
４
千

円
、
移
住
定
住
推
進
事
業
補
助
金
の
対

象
者
の
増
加
に
よ
り
４
，
２
７
０
万

円
を
、
自
立
支
援
給
付
費
の
対
象
者

の
増
加
に
よ
り
６
，
２
５
８
万
５
千

円
、
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
道
路

河
川
の
災
害
復
旧
費
の
追
加
分
と
し
て

１
億
２
，
１
６
５
万
５
千
円
な
ど
、
合

計
４
億
４
９
６
万
３
千
円
の
予
算
計
上

を
行
う
も
の
で
す

○
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
の
給
与
費

18
万
６
千
円
を
減
額
補
正
す
る
。

○
令
和
２
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
の
給
与
費
等

９
２
１
万
５
千
円
減
額
す
る
。

○
令
和
２
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算建
設
改
良
工
事
費
及
び
人
事
異
動
に

よ
る
職
員
の
給
与
費
１
，
５
８
６
万
６
千

円
を
減
額
補
正
す
る
。

○
令
和
２
年
度
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
の
給
与
費

１
４
０
万
円
を
減
額
補
正
す
る
。

○
令
和
２
年
度
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

市
立
恵
那
病
院
の
運
営
健
全
化
交

付
金
の
増
額
や
人
事
異
動
に
よ
る
職

員
の
給
与
費
の
減
額
な
ど
合
計
１
，

３
４
７
万
６
千
円
を
減
額
補
正
す
る
。

○
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
診
療
所

事
業
会
計
補
正
予
算

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
の
給
与
費

２
９
８
万
８
千
円
を
増
額
補
正
す
る
。

議
会
提
案

○
恵
那
市
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て

諸
問
題
を
調
査
研
究
す
る
た
め
、
瑞

浪
恵
那
道
路
・
新
丸
山
ダ
ム
建
設
促
進

特
別
委
員
会
、広
報
広
聴
特
別
委
員
会
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会

の
３
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
た
め
、
12
月
22
日
の
一
般
質
問
か
ら

傍
聴
席
を
閉
鎖
し
て
開
催
し
ま
し
た
。）

予
算
関
係

12
月
議
会
定
例
会
傍
聴
者
人
数　
３
名

第２弾（カッとく！応援チケット！）

７月豪雨の被害状況

議 会 だ よ り

－ 6 － 2021.3.1



番号 常任
委員会名

議案
番号 指定管理者制度導入施設名

指定管理者とする予定の団
体名称等

1

総
務
文
教
委
員
会

101 岩村上町まちなか交流館 城下町ホットいわむら
2

102
まきがね公園

公益財団法人恵那市体育連盟3 恵那市まきがね西体育館
4 恵那市まきがね西グラウンド

5

103

恵那市山岡B&G海洋セン
ター体育館

公益財団法人恵那市体育連盟

6 恵那市山岡B&G海洋セン
タープール

7 恵那市山岡B&G海洋セン
ター柔剣道場

8 恵那市山岡グラウンド
9 恵那市山岡テニスコート
10 恵那市山岡マレットゴルフ場

11

104

恵那市明智B&G海洋セン
ター体育館

公益財団法人恵那市体育連盟12 恵那市明智B&G海洋セン
タープール

13 恵那市明智グラウンド
14 恵那市明智武道館
15 105 恵那市上矢作プール 公益財団法人恵那市体育連盟
16 106 中山道広重美術館 公益財団法人中山道広重美術館
17 107 恵那市指定文化財旧三宅家 公益財団法人日本大正村
18

108

木村邸資料館

一般社団法人恵那市観光協会

19 工芸の館土佐屋
20 江戸城下町の館勝川家
21 いわむら美術の館
22 旧石橋家住宅
23 岩村藩鉄砲鍛冶加納家

24

市
民
福
祉
委
員
会

109 山岡健康増進センター 特定非営利活動法人まちづ
くり山岡

25
110

恵那市大井児童センター 社会福祉法人恵那市社会福
祉協議会26 恵那市中野児童センター

27
111

恵那市こども発達センター・
にじの家 社会福祉法人恵那市社会福

祉協議会
28 恵那市こども発達センター・

おひさま

29 112 恵那市障害福祉サービス事業所明智ひとつばたご
社会福祉法人恵那市社会福
祉協議会

30

113

恵那市福祉センター
社会福祉法人恵那市社会福
祉協議会

31 岩村福祉センター
32 明智福祉センター
33 串原福祉センター

34 114 山岡ショートステイほのぼの荘
特定非営利活動法人まちづ
くり山岡

35 115 明智回想法センター 特定非営利活動法人シル
バー総合研究所

36 116 デイサービスセンター恵愛 社会福祉法人恵和会

37 117 デイサービスセンター明日香苑 社会福祉法人恵和会

38 118 岩村デイサービスセンター 社会福祉法人恵那市社会福
祉協議会

39 119 山岡デイサービスセンターゆとり
特定非営利活動法人まちづ
くり山岡

40

市
民
福
祉
委
員
会

120 明智デイサービスセンター 社会福祉法人恵那市社会福
祉協議会

41 121 串原デイサービスセンター 社会福祉法人恵那市社会福
祉協議会

42
122

デイサービスセンター福寿苑
社会福祉法人恵北福祉会

43 特別養護老人ホーム福寿苑
44 123 特別養護老人ホーム明日香苑 社会福祉法人恵和会
45 124 ケアハウス明日香苑 社会福祉法人恵和会

46 125 恵那市寿限無の里 社会福祉法人恵那市社会福
祉協議会

47 126 養護老人ホーム恵光園 社会福祉法人恵和会

48 127 岩邑いきがい会館 公益社団法人恵那市シル
バー人材センター

49

経
済
建
設
委
員
会

128 岩村まち並みふれあいの舘 一般社団法人恵那市観光協会
50 129 ヘルシーハウス山岡 明知鉄道株式会社
51

130

日本大正村資料館

公益財団法人日本大正村

52 天久資料館
53 大正ロマン館
54 大正時代館
55 大正の館
56 絵画館
57 ギャラリーみたかや
58 日本大正村役場
59

131

くしはら温泉ささゆりの湯

有限会社ささゆり
60 マレットハウスいっぷく
61 マレットゴルフ場
62 グラウンド・ゴルフ場

63 132 山岡特産品展示施設 株式会社山岡のおばあちゃ
ん市

64 133 大正村コテージこもれび 農事組合法人おんさい工房

65 134 道の駅そばの郷らっせぃみさと 有限会社らっせぃみさと

66 135 道の駅おばあちゃん市・山岡
株式会社山岡のおばあちゃ
ん市

67 136 不動の滝農産物直売所 農事組合法人なかのほう不
動滝やさいの会

68 137 奥矢作レクリエーションセンター 特定非営利活動法人奥矢作
森林塾

69 138 恵那市岩村地域特産物直売所
有限会社岩村町地域特産物
直売所

70 139 タウンプラザ恵那 一般社団法人恵那市観光協
会

71 140 明智駅前プラザ 株式会社朋優

72 141 恵那市根の上高原国民休養地
一般財団法人国民宿舎恵那
山荘

73 142 恵那市田園空間ビジターセンター 笠置地域協議会

74 143 恵那市南部農業者トレーニングセンター 三郷町野井区

75 144 山岡やすらぎの里 石楠花管理組合

76 145 明智農林水産物処理加工施設おんさい工房 農事組合法人おんさい工房

77 146 しでこぶしの里　悠楽館 沖ノ洞農事改良組合

78
147

山岡森林伝統文化体験交流
施設 特定非営利活動法人まちづ

くり山岡79 山岡ネイチャーセンター
80 イワクラ公園
81

148
岩村駅前自転車駐車場

明知鉄道株式会社82 山岡駅前自転車駐車場
83 花白駅前自転車駐車場

84 149 ふれあいエコプラザ 特定非営利活動法人ふれあ
いの家

指定管理者更新等施設一覧（指定管理期間 令和３年４月１日～令和８年３月31日）

議 会 だ よ り
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12月議会定例会　議決結果

議　　　　案　　　　名
採決
結果

条
例
関
係

恵那市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する
条例の一部改正について

承認

恵那市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正について 承認

恵那市中山道明治天皇大井行在所活用条例の制定について 可決

恵那市税外諸収入の督促手数料及び延滞金徴収条例等の一部
改正について

可決

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に
関する法律に係る恵那市固定資産税の特例に関する条例の一
部改正について

可決

恵那市都市公園条例の一部改正について 可決

恵那市火災予防条例の一部改正について 可決

人
事
関
係

恵那市監査委員の選任について（水野泰正氏） 同意

恵那市公平委員会の委員の選任について（小嶋初夫氏） 同意

恵那市固定資産評価審査委員会の委員の選任について（加藤英雄氏） 同意

恵那市遠山財産区管理会の委員の選任について（水野康造氏） 同意

恵那市遠山財産区管理会の委員の選任について（春日井英之氏） 同意

恵那市遠山財産区管理会の委員の選任について（後藤克英氏） 同意

恵那市遠山財産区管理会の委員の選任について（勝　元紀氏） 同意

恵那市遠山財産区管理会の委員の選任について（勝　美勝氏） 同意

恵那市遠山財産区管理会の委員の選任について（阿部哲也氏） 同意

恵那市遠山財産区管理会の委員の選任について（村松康敬氏） 同意

恵那市上財産区管理会の委員の選任について（小木曽賢一氏） 同意

恵那市上財産区管理会の委員の選任について（荻山岩雄氏） 同意

恵那市上財産区管理会の委員の選任について（堀　勝氏） 同意

恵那市上財産区管理会の委員の選任について（矢野安則氏） 同意

恵那市上財産区管理会の委員の選任について（平出和博氏） 同意

恵那市上財産区管理会の委員の選任について（髙崎安史氏） 同意

恵那市上財産区管理会の委員の選任について（中根將晴氏） 同意

恵那市教育委員会の委員の任命について（後藤伸子氏） 同意

恵那市監査委員の選任について（西尾　努氏） 同意

補
正
予
算

令和２年度恵那市一般会計補正予算（第９号） 可決

令和２年度恵那市一般会計補正予算（第10号） 可決

指
定
管
理

指定管理者の指定について（岩村上町まちなか交流館） 可決

指定管理者の指定について（まきがね公園他２施設） 可決

指定管理者の指定について（恵那市山岡Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館他５施設）

可決

指定管理者の指定について（恵那市明智Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館他３施設）

可決

指定管理者の指定について（恵那市上矢作プール） 可決

指定管理者の指定について（中山道広重美術館） 可決

指定管理者の指定について（恵那市指定文化財旧三宅家） 可決

指定管理者の指定について（木村邸資料館他５施設） 可決

議　　　　案　　　　名
採決
結果

指
定
管
理

指定管理者の指定について（山岡健康増進センター） 可決

指定管理者の指定について（恵那市大井児童センター他１施設） 可決

指定管理者の指定について（恵那市こども発達センター・にじの家他１施設） 可決

指定管理者の指定について（恵那市障害福祉サービス事業所
明智ひとつばたご）

可決

指定管理者の指定について（恵那市福祉センター他３施設） 可決

指定管理者の指定について（山岡ショートステイほのぼの荘） 可決

指定管理者の指定について（明智回想法センター） 可決

指定管理者の指定について（デイサービスセンター恵愛） 可決

指定管理者の指定について（デイサービスセンター明日香苑）可決

指定管理者の指定について（岩村デイサービスセンター） 可決

指定管理者の指定について（山岡デイサービスセンターゆとり） 可決

指定管理者の指定について（明智デイサービスセンター） 可決

指定管理者の指定について（串原デイサービスセンター） 可決

指定管理者の指定について（デイサービスセンター福寿苑他１施設） 可決

指定管理者の指定について（特別養護老人ホーム明日香苑） 可決

指定管理者の指定について（ケアハウス明日香苑） 可決

指定管理者の指定について（恵那市寿限無の里） 可決

指定管理者の指定について（養護老人ホーム恵光園） 可決

指定管理者の指定について（岩邑いきがい会館） 可決

指定管理者の指定について（岩村まち並みふれあいの舘） 可決

指定管理者の指定について（ヘルシーハウス山岡） 可決

指定管理者の指定について（日本大正村資料館他７施設） 可決

指定管理者の指定について（くしはら温泉ささゆりの湯他３施設） 可決

指定管理者の指定について（山岡特産品展示施設） 可決

指定管理者の指定について（大正村コテージこもれび） 可決

指定管理者の指定について（道の駅そばの郷らっせぃみさと）可決

指定管理者の指定について（道の駅おばあちゃん市・山岡） 可決

指定管理者の指定について（不動の滝農産物直売所） 可決

指定管理者の指定について（奥矢作レクリエーションセンター） 可決

指定管理者の指定について（恵那市岩村地域特産物直売所） 可決

指定管理者の指定について（タウンプラザ恵那） 可決

指定管理者の指定について（明智駅前プラザ） 可決

指定管理者の指定について（恵那市根の上高原国民休養地） 可決

指定管理者の指定について（恵那市田園空間ビジターセンター） 可決

指定管理者の指定について（恵那市南部農業者トレーニングセンター） 可決

指定管理者の指定について（山岡やすらぎの里） 可決

指定管理者の指定について（明智農林水産物処理加工施設お
んさい工房）

可決

指定管理者の指定について（しでこぶしの里　悠楽館） 可決

指定管理者の指定について（山岡森林伝統文化体験交流施設
他２施設）

可決

指定管理者の指定について（岩村駅前自転車駐車場他２施設）可決

指定管理者の指定について（ふれあいエコプラザ） 可決
そ
の
他

変更契約の締結について（市内小中学校ネットワーク整備事
業）

可決

会
係

議
関 恵那市議会特別委員会の設置について 可決

（全会一致分）

議 会 だ よ り
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５
日	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
員
会
議

６
日	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
員
会
議

22
日	

岐
阜
県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵

那
ス
ケ
ー
ト
場
安
全
祈
願
式
典

25
日	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
員
会
議

29
日	

岐
阜
ク
リ
ス
タ
ル
国
体
２
０
２
１

総
決
起
集
会

30
日	

各
派
代
表
者
会
議

	

全
員
協
議
会

２
日	

各
派
代
表
者
会
議

７
日	

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
初
日
）

	

総
務
文
教
委
員
会

	

市
民
福
祉
委
員
会

	

経
済
建
設
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
会

	

瑞
浪
恵
那
道
路
・
新
丸
山
ダ
ム

建
設
促
進
特
別
委
員
会

	

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

	

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
特
別

委
員
会

	
恵
那
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
連
携
会
議

８
日	

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
２
日
目
）

11
月

12
月

11
日	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
員
会
議

14
日	

総
務
文
教
委
員
会

15
日	

市
民
福
祉
委
員
会

16
日	

経
済
建
設
委
員
会

17
日	

全
員
協
議
会

21
日	

国
道
４
１
８
号
改
修
促
進
協
議

会　

道
路
整
備
促
進
要
望

22
日	

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
３
日
目
）

23
日	

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
４
日
目
）

25
日	

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
最
終
日
）

	

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

14
日	

全
員
協
議
会

19
日	

議
員
勉
強
会
（
建
設
事
業
関
係
）

	

議
会
運
営
委
員
会

	

全
員
協
議
会

27
日	

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

ケ
ー
ト
競
技
会
開
始
式

31
日	

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

ケ
ー
ト
競
技
会
表
彰
式

１
月

議
会
活
動
報
告

11
月

13
日
　
伊
那
谷
三
市
議
会
連
絡
協
議
会

（
飯
田
市
・
伊
那
市
・
駒
ヶ
根
市
）

・
明
知
鉄
道
に
つ
い
て

他
市
町
村
か
ら
の
視
察
受
入
状
況（
１
件
）

会派・議員名
議　案　名

結
　
　
果

新　　政　　会 共産党 公 市 リ 無 無

堀
　
光
明

後
藤
康
司

鵜
飼
伸
幸

千
藤
安
雄

中
嶋
元
則

西
尾
　
努

柘
植
孝
彦

伊
藤
勝
彦

服
部
紀
史

太
田
敦
之

林
　
貴
光

猿
渡
南
江

平
林
多
津
子

町
野
道
明

安
藤
直
実

佐
々
木
透

秋
山
佳
寛

山
内
敏
敬

条
例
関
係

恵那市職員の給与に関する条例の一部改正について 承
認○○議

長○○○○○○○○××○○○○○

恵那市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の
一部改正について

承
認○○議

長○○○○○○○○××○○○○○

補
正
予
算
関
係

令和２年度恵那市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 可
決○○議

長○○○○○○○○××○○○○○

令和２年度恵那市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 可
決○○議

長○○○○○○○○××○○○○○

令和２年度恵那市水道事業会計補正予算（第１号） 可
決○○議

長○○○○○○○○××○○○○○

令和２年度恵那市下水道事業会計補正予算（第１号） 可
決○○議

長○○○○○○○○××○○○○○

令和２年度恵那市病院事業会計補正予算（第２号） 可
決○○議

長○○○○○○○○××○○○○○

令和２年度恵那市国民健康保険診療所事業会計補正予算（第２号） 可
決○○議

長○○○○○○○○××○○○○○

＊共産党；日本共産党、公；公明党、市；市民ネット、リ；リベラルえな、無；無所属� ○；賛成、×；反対

（採決が分かれたもの）

議 会 だ よ り
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年齢は令和２年 11月 28日現在

恵那市議会 議員紹介

住　
　
所	

中
野
方
町

年　
　
齢	

42
歳

当
選
回
数	

１
回

委
員
会	

総
務
文
教

会　
　
派	
新
政
会

林は
や
し　

貴た
か

光み
つ

住　
　
所	

上
矢
作
町

年　
　
齢	

58
歳

当
選
回
数	

１
回

委
員
会	

総
務
文
教
副
委
員
長

会　
　
派	

新
政
会

太お
お

田た

　
敦あ
つ

之し

住　
　
所	

岩
村
町

年　
　
齢	

60
歳

当
選
回
数	

１
回

委
員
会	

経
済
建
設
副
委
員
長

会　
　
派	

新
政
会

服は
っ

部と
り

　
紀の
り

史ふ
み

住　
　
所	

明
智
町

年　
　
齢	

65
歳

当
選
回
数	

１
回

委
員
会	

総
務
文
教

会　
　
派	

日
本
共
産
党

平ひ
ら
ば
や
し

林  

多た

津づ

子こ

住　
　
所	

大
井
町

年　
　
齢	

55
歳

当
選
回
数	

１
回

委
員
会	

総
務
文
教

会　
　
派	

無
所
属

山や
ま

内う
ち

　
敏と
し

敬ひ
ろ

住　
　
所	

長
島
町

年　
　
齢	

60
歳

当
選
回
数	

１
回

委
員
会	

経
済
建
設

会　
　
派	

無
所
属

秋あ
き

山や
ま

　
佳よ
し

寛ひ
ろ

住　
　
所	

明
智
町

年　
　
齢	

61
歳

当
選
回
数	

１
回

委
員
会	

市
民
福
祉
副
委
員
長

会　
　
派	

新
政
会

伊い

藤と
う

　
勝か
つ

彦ひ
こ

住　
　
所	

大
井
町

年　
　
齢	

70
歳

当
選
回
数	

１
回

委
員
会	

市
民
福
祉

会　
　
派	

日
本
共
産
党

猿さ

渡
わ
た
り

　
南み
な

江え

議 会 だ よ り
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住　
　
所	

山
岡
町

年　
　
齢	

60
歳

当
選
回
数	

２
回

委
員
会	

経
済
建
設

会　
　
派	

無
所
属(

リ
ベ
ラ

ル
え
な)

佐さ

さ々

木き

　
透と
お
る

住　
　
所	

大
井
町

年　
　
齢	

53
歳

当
選
回
数	

３
回

委
員
会	

市
民
福
祉

会　
　
派	
新
政
会

西に
し

尾お

　
努つ
と
む

住　
　
所	

東
野

年　
　
齢	

73
歳

当
選
回
数	

３
回

委
員
会	

経
済
建
設

会　
　
派	

新
政
会

千せ
ん

藤ど
う

　
安や
す

雄お

住　
　
所	

三
郷
町

年　
　
齢	

63
歳

当
選
回
数	

４
回

委
員
会	

市
民
福
祉

会　
　
派	

新
政
会

鵜う

飼か
い

　
伸の
ぶ

幸ゆ
き

住　
　
所	

大
井
町

年　
　
齢	

58
歳

当
選
回
数	

５
回

委
員
会	

市
民
福
祉
委
員
長

会　
　
派	

無
所
属（
公
明
党
）

町ま
ち

野の

　
道み
ち

明あ
き

住　
　
所	

飯
地
町

年　
　
齢	

61
歳

当
選
回
数	

２
回

委
員
会	

経
済
建
設

会　
　
派	

新
政
会

柘つ

植げ

　
孝た
か

彦ひ
こ

住　
　
所	

武
並
町

年　
　
齢	

68
歳

当
選
回
数	

３
回

委
員
会	

総
務
文
教
委
員
長

会　
　
派	

新
政
会

中な
か

嶋し
ま

　
元も
と

則の
り

住　
　
所	

大
井
町

年　
　
齢	

56
歳

当
選
回
数	

４
回

委
員
会	

市
民
福
祉

会　
　
派	

無
所
属(

市
民
ネ

ッ
ト)

安あ
ん

藤ど
う

　
直な
お

実み

住　
　
所	

山
岡
町

年　
　
齢	

73
歳

当
選
回
数	

4
回

委
員
会	

総
務
文
教

会　
　
派	

新
政
会

後ご

藤と
う

　
康や
す

司し

住　
　
所	

串
原

年　
　
齢	

72
歳

当
選
回
数	

５
回

委
員
会	

経
済
建
設
委
員
長

会　
　
派	

新
政
会

堀ほ
り

　
光み
つ

明あ
き

議 会 だ よ り
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12月議会委員会報告

市 民 福 祉
委 員 会

市民福祉委員会報告

大河ドラマ終了後に備えて
大正ロマン館の改装

経 済 建 設
委 員 会

大河ドラマ館の展示と同時開催していた
特別展「明智光秀が生きた時代の東美濃戦
国史」は２月 14日をもって終了し、撤去
の予定でしたが、特別展については、地元
より残してほしいとの要望がありましたの
で、この部屋を改装するものです。
工期については、約１ケ月程度を予定し
ていて、年度末には完成予定です。事業費
は 451万円計上されました。

12月定例会において当委員会で審議した内容は、条例の改正１件、補正予算
５件、指定管理者制度（※）に基づく指定管理者の指定が19件ありました。
その中で、指定管理施設と補正予算の関連している施設を紹介します。

補正予算では、新型コロナ感染症の対策経費として、大井児童センターと中
野児童センターに25万円ずつ計上し、空気清浄機を遊戯室と事務室の２か所
に設置するほか、マスクやパーテーションなどを購入する予定です。

※指定管理者制度
公の施設をノウハウのある民間
事業者等に管理してもらう制度。
恵那市は平成18年から導入。今
回継続の更新時期となり、市民の
皆さまの評価をもとに審議を行
い、継続の更新となりました。

改装工事予定の大正ロマン館

中野児童センター

大井児童センター アルコール消毒器空気清浄機

議 会 だ よ り
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12 月議会委員会報告

恵那市中山道明治天皇大井行
あん
在
ざい
所

活用条例の制定
総 務 文 教
委 員 会

中山道明治天皇大井行在所を公の施設と
して管理するため、この条例を定めるもの
です。歴史的な価値を有する中山道明治天
皇大井行在所を保存し、及び公開して、市
民の利用に供するとともに、市民の歴史文
化等に関する活動及び交流の場を提供し、
もって市民の教養、学術及び文化の発展に
寄与するため、中山道明治天皇大井行在所
を設置します。行在所には長屋門・展示ス
ペース・交流スペースを置き、目的を達成
するための事業を行うとし、行在所の管理
は、教育委員会が行うものである。ただし、
地方自治法第244条の 2第 3項の規定に
より、法人その他の団体であって別に定め
るところにより、教育委員会が指定したものが行うことができるものとしている。令和元年3月議会の
審議で、議会より、管理する団体の体制の充実、自主財源の確保が長年にわたる施設管理運営を行う上
で、指定管理者の選定は重要な案件であるとし、予算執行に付帯決議をしており、その趣旨を踏まえ指
定管理者選定は慎重に検討することを望む。

事故防止のため
一級市道の消えているセンターラインの線引き
恵那市の市道のうち、センターラインの消えている一級市道は 19路線・55キロあり、３年のう
ちに一級市道の消えているセンターラインは全て線引きしていく予定です。今回、500万円分施工
していく予定です。

恵那市中山道明治天皇大井行在所

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　
観
光
施
設
に
お
け
る
入
場
者
数

及
び
売
上
げ
の
前
年
比
、
更
に

は
市
内
イ
ベ
ン
ト
へ
の
影
響
に
つ
い
て

お
伺
い
を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
主
要

で
あ
り
ま
す
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の

影
響
は
。

　
　
　

昨
年
は
年
間
約
３
８
５
万
人
の

観
光
客
の
来
訪
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
は
５
月
の
観
光
客
来
訪
者
が

昨
年
の
３
分
の
１
で
あ
る
13
万
人
ほ
ど

に
と
ど
ま
っ
た
影
響
な
ど
で
、
年
間
で

は
３
１
７
万
人
程
度
に
な
る
と
推
計
し

て
い
ま
す
。
観
光
施
設
の
売
上
げ
も
、

４
月
か
ら
６
月
は
対
前
年
の
60
％
か
ら

80
％
の
減
少
、
８
月
、
９
月
は
20
％
か

ら
60
％
の
減
少
と
大
き
な
影
響
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
恵
那
峡
で
は
前
年
46
万
人
だ

っ
た
観
光
客
が
、
今
年
は
31
万
人
程
度

に
と
ど
ま
る
と
推
計
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
商
工
観
光
部
長
）

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
を
想
定
し
た
２
０
２

１
年
以
降
の
誘
客
確
保
に
向
け

た
観
光
施
策
に
お
け
る
、
新
た
な
ス
ポ

ッ
ト
へ
の
発
掘
と
し
て
、
今
後
注
目
を

さ
れ
そ
う
な
ア
ウ
ト
ド
ア
に
よ
る
新
た

な
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
ま
す
、
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
な
ど
の
計
画
は
い
か
が
な
も

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
新
し
い
観

光
需
要
と
し
て
期
待
さ
れ
る
ア

ウ
ト
ド
ア
に
着
目
し
、
今
年
度
ア
ウ
ト

ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
の
調
査
分
析
を
行
い
、

今
後
の
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
の
将
来
性
や

潜
在
能
力
の
高
さ
に
つ
い
て
報
告
い
た

だ
き
ま
し
た
。

市
内
に
は
優
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多

く
、
キ
ャ
ン
プ
場
も
市
内
各
地
に
多
数

あ
る
た
め
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
期
の
新

た
な
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

や
車
中
泊
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�（
商
工
観
光
部
長
）

２
０
２
０
年
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
恵
那
市
観
光
事
業
へ
の
影
響

問答コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、
今
後
の
取
り
組

み
対
策
と
新
規
事
業
計
画
に
つ
い
て

問答

コ
ロ
ナ
禍
対
策
に
お
け
る
今
後

の
恵
那
市
観
光
施
策
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
向
け
て

佐
さ

々
さ

木
き

透
とおる

太
おお

田
た

敦
あつ

之
し

　
　
　
鳥
獣
被
害
等
に
よ
る
地
域
活
力

低
下
の
な
か
、
そ
の
対
策
は
。

　
　
　

鳥
獣
被
害
は
、
猪
は
減
少
し
鹿

が
増
加
傾
向
で
、
耕
作
放
棄
地

は
急
速
拡
大
し
、
耕
作
放
棄
地
マ
ッ
プ

で
推
移
を
注
視
し
て
い
く
。
鳥
獣
害
防

止
柵
設
置
は
、
柵
の
原
材
料
は
支
給
し
、

設
置
は
地
域
が
実
施
す
る
。
市
の
補
助

は
な
く
、
各
地
域
で
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
等
の
活
動
の
中
で
、
設

置
や
維
持
管
理
に
も
活
用
を
検
討
す
る
。

今
後
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
有
効
な

手
段
や
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

�

（
農
林
部
長
）

　
　
　
移
住
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い

る
な
か
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
数
、

成
約
件
数
は
増
加
し
て
お
り
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
員
は
、
一
定
の
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。
支
援
策
は
、
直
接
的

か
つ
即
効
性
の
あ
る
支
援
と
し
、
車
の

免
許
取
得
や
購
入
費
用
等
も
実
態
や
ニ

ー
ズ
等
を
踏
ま
え
支
援
策
全
体
の
中
で

考
え
、
宿
泊
体
験
等
の
関
係
人
口
を
創

出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
対
し
て
も

支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
。

�

（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
次
長
）

　
　
　
地
域
資
源
回
収
拠
点
の
活
用
状

況
と
今
後
の
取
組
み
は
。

　
　
　

地
域
の
活
性
化
や
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
形
成
に
繋
が
る

事
業
で
、「
紙
ご
み
」
も
再
資
源
化
さ
れ
、

ご
み
～
資
源
～
資
金
～
地
域
活
動
へ
の

流
れ
が
形
成
さ
れ
、
環
境
面
に
留
ま
ら

な
い
様
々
な
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
て

お
り
、
更
な
る

循
環
型
社
会
の

実
現
、
形
成
に

取
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て

い
る
。�

（
水
道

環
境
部
長
）

鳥
獣
被
害
防
止
柵
設
置
に
つ
い
て

問答移
住
定
住
推
進
事
業
に
つ
い
て

問答

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て

問答

グランピング体験の様子（イワクラ公園）

上矢作資源回収ステーション「ふくちゃん」

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　
失
業
や
収
入
減
で
生
活
資
金
に

困
る
方
の
状
況
は
。
ま
た
市
内

飲
食
・
食
品
関
連
、
観
光
に
関
わ
る
方

は
特
に
厳
し
い
状
況
だ
が
、
全
て
の
事

業
者
に
聞
き
取
り
調
査
等
す
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

　
　
　

緊
急
小
口
資
金
（
貸
付
額
20
万

円
）
利
用
者
は
11
月
末
で
１
１

１
件
、
昨
年
度
は
４
件
の
み
で
す
。
主

な
申
請
理
由
は
勤
務
先
の
休
業
で
働
け 

な
い
、
営
業
自
粛
に
よ
り
収
入
減
と
な

っ
た
こ
と
で
す
。（
医
療
福
祉
部
次
長
）

市
は
全
て
の
事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
調

査
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
商
工
会
議

所
等
が
様
々
な
方
法
で
現
状
を
把
握
し 

情
報
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
必

要
な
支
援
に
つ
い
て
事
業
に
反
映
さ
せ

て
い
ま
す
。�

（
商
工
観
光
部
長
）

　
　
　
行
財
政
改
革
行
動
計
画
に
よ
れ

ば
令
和
３
年
度
は
何
を
実
施
す

る
予
定
か
。
文
化
施
設
３
つ
は
１
つ
に

集
約
す
る
計
画
で
あ
る
が
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
る
か
。

　
　
　

歳
入
確
保
と
し
て
は
、
基
金
運

用
に
よ
り
７
，
５
０
０
万
円
、

市
有
財
産
売
却
等
６
０
０
万
円
、
広
告

収
入
１
０
０
万
円
等
で
、
新
た
に
ゴ
ミ

収
集
車
広
告
導
入
も
進
め
る
考
え
で
す
。

歳
出
削
減
で
は
職
員
定
数
６
４
９
人
と

し
１
億
１
，
０
０
０
万
円
、
時
間
外
勤

務
手
当
縮
減
１
３
０
万
円
を
見
込
み
ま

す
。�

（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
長
）

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
は
文
化
芸
術
振

興
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
明
智
文

化
セ
ン
タ
ー
、
か
え
で
ホ
ー
ル
は
共
に

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
修
繕
し

な
が
ら
運
営
し
て
い
き
ま
す
。
躯
体
に

影
響
す
る
劣
化
が
進
ん
だ
段
階
で
施
設

統
合
等
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
相
談
し
て

い
き
ま
す
。�

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

そ
の
他
の
質
問

市
長
所
信
表
明
「
社
会
保
障
と
福
祉

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
は
何
か

コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
と
支
援
に
つ

い
て問生

活
資
金
貸
付
は
大
幅
に
増
加

答歳
入
確
保
・
歳
出
削
減
対
策
は

問答問答

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
市
政
運

営
に
つ
い
て

希
望
の
も
て
る
地
域
づ
く
り

　
～
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
～

服
はっ

部
とり

紀
のり

史
ふみ

安
あん

藤
どう

直
なお

実
み

　
　
　
岩
村
地
域
に
お
い
て
は
、
観
光

面
に
お
け
る
駐
車
場
の
不
足
問

題
で
あ
っ
た
り
、
防
災
面
に
お
い
て
は

伝
建
地
区
周
辺
に
お
け
る
防
災
広
場
等

の
確
保
で
あ
っ
た
り
、
子
育
て
環
境
の

面
か
ら
は
公
園
整
備
で
あ
っ
た
り
、個
々

の
対
策
の
中
で
の
事
業
化
は
難
し
い
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
一
挙

に
解
決
で
き
る
複
合
的
な
多
目
的
広
場

等
の
整
備
を
一
箇
所
で
検
討
し
た
ら
と

考
え
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

地
域
と
十
分
に
話
合
い
を
持
ち

な
が
ら
、
建
設
的
な
議
論
が
深

め
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
長
）

　
　
　
今
回
は
岩
村
を
例
に
取
り
上
げ

ま
し
た
が
、
今
回
の
例
を
見
て

も
地
域
単
位
で
策
定
さ
れ
た
計
画
を
丁

寧
に
み
る
と
、
ハ
ー
ド
整
備
を
含
ん
だ

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
是
非
、
今
後
に
お
い
て
は
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
丁

寧
」
を
加
え
て
い
た
だ
き
、
各
地
域
で

の
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
を
丁
寧
に
見

て
、
聴
い
て
画
一
的
な
支
援
か
ら
地
域

の
特
性
を
い
か
し
た
柔
軟
な
支
援
へ
と
、

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
如
何
で
し

ょ
う
か
？

　
　
　

地
域
自
治
区
が
、
地
域
課
題
の

解
決
や
地
域
の
特
性
を
い
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
た
め
に
、

地
域
振
興
基
金
や
人
口
減
少
対
策
基
金
、

ふ
る
さ
と
え
な
応
援
寄
附
金
を
活
用
し

た
支
援
を
行
い
、
ハ
ー
ド
整
備
を
含
め

た
地
域
の
自
治
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。

各
地
域
が
勢
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
事
項
に
対
し
て
、
よ
り
効
果
的
か
つ

柔
軟
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
、「
担

い
手
」
と
し
て

よ
り
主
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
活

動
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
。

�

（
ま
ち
づ
く
り

企
画
部
長
）

岩
村
地
域
の
課
題
に
対
す
る
提
言

問答特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
提
言

問

答

観光客への注意看板（岩村診療所）

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
が
募
り
心
の

病
の
対
応
と
し
て
心
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
心
の
体
温

計
の
導
入
は

　
　
　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る
状

況
の
中
で
、
相
談
件
数
も
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
に
導
入
を
す
る
よ

う
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で

も
誰
で
も
気
軽
に
自
身
の
ス
ト
レ
ス
状

況
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

不
調
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
る
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
聴
覚
障
が
い

者
の
意
思
の
疎
通
の
確
保
、
ス

マ
ホ
の
会
話
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
。
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
の
事
業
計
画
の

状
況
は

　
　
　

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
シ
ス
テ
ム

は
、
聴
覚
機
能
や
言
語
機
能
の

障
害
に
よ
り
音
声
で
会
話
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
方
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
利
用
し
て
、
恵
那
市
消
防
本
部

へ
、
あ
る
い
は
、
市
外
に
い
る
場
合
で
も
、

同
じ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
地
域

で
あ
れ
ば
、
所
管
す
る
消
防
本
部
へ
、

簡
単
な
画
面
操
作
で
緊
急
通
報
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
令
和
３
年
２
月

か
ら
の
運
用
開
始
に
向
け
て
、
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
事
前
登
録
の
受
付
を

１
月
末
か
ら
開
始
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
不
妊
治
療
費
の
費
用
助
成
や
保
険

適
用
、
ま
た
不
育
症
へ
の
対
策
は

　
　
　

国
で
は
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成
を

令
和
３
年
１
月
か
ら
拡
充
し
、

現
在
の
１
回
目
30
万
円
、
２
回
目
以
降

15
万
円
と
す
る
助
成
額
を
、
２
回
目
以

降
も
30
万
円
に
引
き
上
げ
、
所
得
制
限

に
つ
い
て
も
撤
廃
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
市
に
お
い
て
は
、
１
回
の
治
療
に

10
万
円
の
上
乗
せ
助
成
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

国
で
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
の
保
険

適
用
や
、
妊
娠
し
て
も
流
産
や
死
産
を

繰
り
返
し
子
ど
も
を
持
て
な
い
不
育
症

の
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
検

討
す
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
医
療
福
祉
部
長
）

コ
ロ
ナ
と
の
共
存
に
つ
い
て

問答問答

不
妊
治
療
費
と
不
育
症
に
つ
い
て

問答

コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て

高
齢
者
が
安
心
で
き
る

く
ら
し
の
整
備

平
ひらばやし　た づ こ

林多津子

　
　
　
現
在
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
と

し
て
ど
の
よ
う
な
方
策
が
な
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
今
後
利
用
し
や
す

い
公
共
交
通
と
な
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
整
備
計
画
を
も
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

公
共
交
通
の
具
体
的
な
施
策
を

実
施
す
る
に
は
、
利
用
者
の
的

確
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
各
振
興
事
務
所
を
通
じ
て
地

域
協
議
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
今
年
度

公
共
交
通
体
系
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

そ
の
取
り
組
み
を
基
に
、
各
地
域
ま
た

は
関
係
地
域
ご
と
に
検
討
を
行
い
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
て
、
地

域
の
実
情
に
あ
っ
た
公
共
交
通
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
改
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

�

（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
長
）

　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
今
年
度
行

わ
れ
た
75
歳
以
上
対
象
の
公
共

交
通
利
用
券
（
タ
ク
シ
ー
券
）
の
支
給

は
大
変
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
来

年
度
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
た
だ
け
な

い
か
。

　
　
　

来
年
度
の
実
施
に
関
し
て
は
、

事
業
の
効
果
を
検
証
し
検
討
し

て
い
る
。�

（
医
療
福
祉
部
次
長
）

　
　
　
加
齢
難
聴
は
認
知
症
の
引
き
金

に
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
。
聞
こ
え
の
障
が
い
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
に
検
査
項
目
に
い
れ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　

特
定
健
診
や
す
こ
や
か
健
診
は

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
を
目

的
に
し
て
い
る
た
め
に
、
聴
力
検
査
は

健
診
項
目
に
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
聴
力

検
査
は
検
査
対
応
が
困
難
で
あ
る
こ
と

や
個
別
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
方
も

あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
調
整
が
必

要
で
あ
る
。
今
後
関
係
者
の
意
見
聴
取

や
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。�

（
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長
）

高
齢
者
の
た
め
の
公
共
交
通
整
備
を

問答公
共
交
通
利
用
券
再
発
行
を

問

答聴
力
検
査
を
健
診
項
目
に

問答

町
まち

野
の

道
みち

明
あき

デマンド交通標示板

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　
年
齢
別
投
票
率
は
解
る
も
の
で

し
ょ
う
か
。
年
齢
別
の
投
票
率

を
通
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
、
市
政
へ

の
年
齢
別
関
心
度
も
推
測
が
出
来
な
い

で
し
ょ
う
か
。
皆
の
意
見
が
積
極
的
に

出
て
く
る
よ
う
に
す
る
事
は
街
づ
く
り

の
根
本
で
は
な
い
か
と
思
い
質
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

期
日
前
の
投
票
率
は
出
す
事
が

出
来
ま
す
。
投
票
率
は
グ
ラ
フ

の
通
り
で
、
25
歳
が
最
低
で
、
年
齢
が

高
く
な
る
と
投
票
率
も
上
が
る
。
75
歳

が
最
高
で
す
。
投
票
は
今
後
の
政
治
を

左
右
す
る
重
要
な
権
利
で
す
。
主
権
者

教
育
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
若
い
人
た

ち
が
選
挙
に
関
わ
る
機
会
の
創
出
や
期

日
前
投
票
の
さ
ら
な
る
周
知
、
投
票
環

境
の
改
善
な
ど
、

投
票
率
の
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
な

取
組
を
さ
ら
に
進

め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。�

（
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
書
記
長
）

　
　
　
永
田
川
上
流
の
浮
沼
ダ
ム
と
い

う
砂
防
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。
老

朽
化
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
市
の
お
考

え
を
お
聞
か
せ
願
え
ま
す
か
。

　
　
　

市
と
し
て
は
、
県
に
対
し
て
整

備
の
要
望
を
お
願
い
す
る
も
の

で
す
が
、
本
年
は
永
田
区
に
よ
り
県
へ

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
元
の
方
々
と
市
と
協
力
を

し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。�

（
建
設
部
次
長
）

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育
現
場

の
課
題
、
現
状
を
お
聞
か
せ
願

え
ま
す
か
。

　
　
　

感
染
予
防
を
踏
ま
え
た
教
育
の

実
施
や
、
消
毒
作
業
な
ど
に
よ

り
多
く
の
時
間
を
要
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
各
学
校
で
心
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
不
安
定
な
児
童
生
徒
に
つ
い

て
、
早
期
対
応
に
努
め
ま
し
た
。
感
染

が
判
明
し
た
人
、
検
査
を
受
け
た
人
な

ど
に
対
し
て
差
別
や
偏
見
が
生
ま
れ
な

い
よ
う
指
導
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な

課
題
と
捉
え
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

授
業
へ
の
影
響
は
、
年
度
末
ま
で
に
解

消
で
き
る
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
す
。

�

（
副
教
育
長
）

年
齢
別
投
票
率

問答長
島
の
防
災

問答問答コ
ロ
ナ
禍
の
教
育
現
場

問答問答

皆
で
創
ろ
う
、
恵
那
の
街

長
島
の
防
災
コ
ロ
ナ
禍
の
教
育
現
場

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

復
旧
見
通
し
に
つ
い
て

林
はやし

貴
たか

光
みつ

秋
あき

山
やま

佳
よし

寛
ひろ

　
　
　
恵
那
市
内
で
７
月
平
均
雨
量
の

倍
以
上
の
豪
雨
と
な
り
、
各
地

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
道
路
河

川
、
農
地
災
害
の
状
況
と
復
旧
事
業
計

画
に
関
し
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　
　

道
路
河
川
の
被
害
は
市
内
で
４

０
５
件
発
生
し
内
訳
は
倒
木
60

件
、
道
路
被
害
２
４
２
件
、
河
川
被
害

１
０
３
件
と
な
っ
た
。
倒
木
60
件
を
含

む
１
５
１
件
は
被
害
当
日
に
対
応
。
被

害
規
模
が
大
き
い
48
件
は
10
月
ま
で
に

災
害
査
定
を
終
え
、
工
事
発
注
を
完
了

し
１
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
努
力
し
て

い
る
。
残
り
１
６
３
件
の
内
１
２
０
件

は
復
旧
済
み
、
残
り
43
件
も
引
続
き
対

応
す
る
。
主
要
地
方
道
恵
那
白
川
線
法

面
崩
落
箇
所
は
、
法
面
に
法
枠
を
施
工

し
、
年
度
内
に
完
成
予
定
で
あ
る
。
恵

那
蛭
川
東
白
川
線
通
行
止
め
箇
所
は
大

規
模
に
法
面
に
亀
裂
が
発
生
し
て
い
る

た
め
、
崩
落
土
砂
撤
去
後
、
法
面
の
ア

ン
カ
ー
工
事
が
必
要
で
年
度
を
跨
い
で

の
復
旧
工
事
と
な
る
。

農
地
災
害
に
関
し
て
は
、
被
害
額
40
万

円
以
上
の
被
災
農
家
総
数
12
件
、
被
害

額
40
万
円
未
満
の
被
災
農
家
総
数
31
件

で
年
度
内
完
成
に
向
け
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。�

（
建
設
部
次
長
・
農
林
部
長
）

　
　
　
恵
那
北
中
校
下
は
笠
置
町
、
中

野
方
町
、
飯
地
町
３
町
に
及
び

笠
周
地
域
の
一
体
感
の
象
徴
的
存
在
で

あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
及
び
、
多
目
的

利
用
の
た
め
屋
外
運
動
場
へ
の
夜
間
照

明
設
備
設
置
を
強
く
求
め
る
が
市
の
考

え
は
。

　
　
　

市
内
各
町
に
１
カ
所
は
小
中
学

校
も
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に

夜
間
照
明
の
設
置
が
あ
り
、
夜
間
に
お
け

る
運
動
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
え
て
い
る
。

北
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
平
成
29
年
度
に
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
へ
の
設
置
要
望
が
あ
っ
た
。
改
め

て
提
案
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
利
用
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努

め
た
い
。

�

（
教
育
委
員
会

事
務
局
長
）

そ
の
他
の
質
問

移
住
定
住
推

進
施
策
に
つ
い

て

問答

小
中
学
校
体
育
施
設
地
域
開
放

に
よ
る
有
効
活
用
に
つ
い
て

問答

7 月豪雨災害現場

投票率％（期日前のみ）

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に

基
づ
い
た
恵
那
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
進
捗
状
況
と
６
月
の
柘
植
議
員
の

一
般
質
問
以
降
、
大
き
く
推
進
さ
れ
た

こ
と
は
何
か
。

　
　
　

市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
、
一

人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備
の
早
期

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
体
制
を
構
築
し
、
各

学
校
の
授
業
で
、
工
夫
し
た
取
組
が
行

わ
れ
て
い
る
。
１
月
か
ら
は
全
小
中
学

校
の
授
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
本

格
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
恵
那
市
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　
　
　

発
達
段
階
や
教
科
に
応
じ
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
学
び
の
支
援

を
行
う
。
一
人
一
台
端
末
に
よ
り
学
習

履
歴
が
残
り
、
個
の
学
習
や
指
導
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
自
ら
学
ぶ

姿
や
学
び
合
う
環
境
づ
く
り
を
具
現
し
、

新
し
い
学
び
の
形
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
す
る
。�

（
副
教
育
長
）

　
　
　
「
浮
世
絵
と
山
本
芳
翠
」
と
い
う

企
画
展
を
中
山
道
広
重
美
術
館

で
開
催
で
き
な
い
か
。

　
　
　

山
本
芳
翠
先
生
の
功
績
に
学
び
、

市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機

会
で
あ
り
、
開
催
に
向
け
て
前
向
き
に

協
議
し
た
い
。�（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

　
　
　
「
麒
麟
が
く
る　
ぎ
ふ
恵
那
大
河

ド
ラ
マ
館
」
が
閉
館
し
て
も
観

光
客
が
訪
れ
る
よ
う
な
具
体
的
な
方
策

は
あ
る
か
。

　
　
　
「
明
智
光
秀
が
生
き
た
時
代
の
東

美
濃
戦
国
史
」
を
引
き
続
き
展

示
し
、
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
地
と
し
て

Ｐ
Ｒ
し
、
周
遊
観
光
に
つ
な
げ
る
だ
け

で
な
く
、
市
民
の
歴
史
理
解
と
誇
り
の

醸
成
に
つ
な
げ
た
い
。�（
商
工
観
光
部
長
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
可
能
性

問答問答

恵
那
市
の
先
人
の
顕
彰
活
動
に

つ
い
て

問答問答

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
可
能
性

恵
那
市
の
先
人
の
顕
彰
活
動

健
幸
都
市
宣
言
に
つ
い
て

伊
い

藤
とう

勝
かつ

彦
ひこ

山
やま

内
うち

敏
とし

敬
ひろ

　
　
　
平
成
27
年
６
月
に
宣
言
し
た「
健

幸
都
市
宣
言
」
の
経
緯
や
範
囲

に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

平
成
27
年
５
月
に
市
民
ひ
と
り

ひ
と
り
が
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

自
分
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、「
恵

那
市
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
同
年
６
月
７
日
の
「
健
幸
フ
ェ

ス
タ
in
え
な
」
に
お
い
て
、
市
民
が
健
康

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
自
ら
の
健
康
状

態
に
応
じ
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
、

「
伸
ば
そ
う
健
康
寿
命
」
を
合
言
葉
に
健

幸
都
市
宣
言
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
健
幸
都
市
宣
言
は
、「
恵
那
市
健

幸
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」

に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
計
画
の
中
に
は
創
る
健
康
、
守
る
健

康
の
２
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
「
恵
那
市
健
幸
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
」
で
は
、
創
る
健
康
と
守

る
健
康
の
２
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

創
る
健
康
で
は
運
動
ス
ポ
ー
ツ
、
食
生

活
、
生
活
習
慣
の
３
つ
の
主
要
施
策
に
、

守
る
健
康
で
は
健
診
、
健
康
相
談
の
２
つ

の
主
要
施
策
に
分
類
し
、
創
る
健
康
と

守
る
健
康
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
ま

ち
全
体
で
健
幸
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
医
療
福
祉
部
長
）

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
関
連
す

る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

が
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
多
く
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
ど
ん
な

対
応
が
な
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
今
後
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
考

え
、
５
月
に
は
恵
那
市
体
育
連
盟
と
協

働
し
、
自
宅
で
も
取
り
組
め
る
運
動
動

画
、マ
キ
ガ
ネ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
制
作
し
、

市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な

ど
で
発
信
し
ま
し
た
。
健
康
を
維
持
す

る
上
で
、
体
を
動
か
す
こ
と
や
ス
ポ
ー
ツ

を
行
う
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
見
直
し
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
で
議
論
い
た
だ

き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
図

ら
れ
る
よ
う
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。�（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

問答問答

問答

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　
社
会
的
検
査
は
予
防
に
な
る
と

思
う
か

　
　
　

繁
華
街
な
ど
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
て
い
る
エ
リ
ア
な
ど

で
実
施
し
た
検
査
に
つ
い
て
は
効
果
が

あ
る
と
み
て
い
る
が
、
現
在
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
関
し
て
は
未
知
の
部
分
が
多
く

決
定
的
な
予
防
策
が
な
い
現
状
で
あ
り
、

一
斉
的
な
検
査
を
実
施
し
て
、
早
期
発

見
に
努
め
る
こ
と
は
、
一
定
の
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
検
査
は
検
査
時
点

で
の
感
染
状
況
を
確
認
す
る
だ
け
の
も

の
で
あ
り
、
最
低
で
も
月
に
一
回
程
度

は
継
続
的
に
お
こ
な
う
こ
と
で
、
安
心

に
も
つ
な
が
る
と
は
考
え
る
。

　
　
　
個
人
負
担
の
助
成
は

　
　
　

医
師
が
感
染
が
疑
わ
し
い
と
判

断
し
た
場
合
や
保
健
所
の
調
査

に
よ
る
検
査
は
、
行
政
検
査
と
し
て
、

無
料
。
ま
た
、
福
祉
施
設
、
学
校
で
陽

性
患
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
徹
底
的

に
検
査
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

お
り
、
無
料
。
福
祉
施
設
な
ど
に
お
い

て
自
費
で
検
査
を
実
施
し
た
場
合
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括

支
援
交
付
金
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

申
請
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

�

（
医
療
福
祉
部
長
）

　
　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
数
と
そ
の
取
り
組
み

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
の
考
え
は

　
　
　

特
養
の
待
機
者
数
は
緊
急
性
の

あ
る
人
は
25
人
。
第
８
期
に
特

養
を
20
床
、
介
護
老
人
保
健
施
設
５
床

を
計
画
し
て
い
る
。

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
は

今
後
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
段
階

で
は
市
と
し
て
の
援
助
は
考
え
て
い
な

い
。

�

（
医
療
福
祉
部
次
長
）

そ
の
他
の
質
問

若
者
の
要
求
の
ひ
と
つ
と
し
て
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
の

で
き
る
公
園
を

社
会
的
検
査
に
つ
い
て

問答問答問答

介
護
問
題
に
つ
い
て

問答

無
症
状
者
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
拡
充
に
つ
い
て

小
坂
市
長
２
期
目
の
市

政
運
営
に
つ
い
て

後
ご

藤
とう

康
やす

司
し

猿
さ

渡
わたり

南
みな

江
え

　
　
　
市
長
の
基
本
政
策
に
あ
る
新
し

い
恵
那
市
作
り
の
た
め
、「
は

た
ら
く
」「
た
べ
る
」「
く
ら
す
」「
ま
な

ぶ
」
の
４
本
柱
の
基
本
政
策
を
実
行
す

る
た
め
に
、
７
つ
の
基
本
姿
勢
を
取
り

組
み
た
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
徹
底
し

て
対
話
を
実
行
」「
市
民
と
一
緒
に
考
え

行
動
」「
行
政
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」「
変

化
と
変
革
に
取
り
組
む
」「
国
や
県
と
の

連
携
を
強
化
」「
近
隣
市
と
の
連
携
を
進

化
さ
せ
る
」「
人
づ
く
り
に
取
り
組
む
」

に
対
す
る
市
長
の
方
針
を
お
伺
い
し
ま

す
。

　
　
　

こ
の
７
つ
の
基
本
姿
勢
は
、
４

年
前
か
ら
変
わ
ら
ず
に
守
っ
て

お
り
、
今
回
も
そ
の
ま
ま
私
自
身
の
行

動
の
基
本
的
な
原
則
の
よ
う
な
位
置
づ

け
で
実
践
を
心
が
け
て
い
る
も
の
で
す
。

一
つ
目
は
、
徹
底
し
た
対
話
を
実
行

す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
で
思
い
込
ん

で
走
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
い
う
戒

め
も
込
め
て
、
人
の
話
を
よ
く
聞
こ
う

と
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、
市
民
と
一
緒
に
考
え
行

動
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
市
民
の

皆
様
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

三
つ
目
は
、
行
政
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

四
つ
目
は
、
常
に
変
化
と
変
革
に
取

り
組
む
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

職
員
に
常
に
仕
事
の
や
り
方
を
見
直
す

よ
う
言
っ
て
お
り
ま
す
し
、
自
分
自
身

も
実
践
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。国

や
県
と
の
連
携
、
そ
し
て
近
隣
市

と
の
連
携
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
、
瑞

浪
恵
那
道
路
や
新
丸
山
ダ
ム
を
は
じ
め
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
な
ど
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
関
連
す
る
と
こ
ろ
と
連
携
を
密
に
し

て
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
人
づ
く
り
で
す
。

私
は
、
恵
那
市
が
存
続
す
る
た
め
に

は
、
恵
那
市
の
中
に
優
れ
た
人
材
に
残

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
ま
ち
づ
く

り
、
そ
し
て
地
域
を
支
え
る
人
材
を
市

民
の
中
か
ら
も
育
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
ん
な
取
り
組
み
も
ス
タ
ー
ト
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
姿
勢
で
、
皆
様
と
共
に
新

し
い
恵
那
市
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
市
長
）

問答
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次回の議会だよりは、６月１日の発行を予定しています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
は
、
現
在

私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
も
依
然
、
苦
悩
と

の
た
た
か
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
更
に
は
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
始
め
と
す
る
多
く
の
皆
様
へ
も
、

大
き
な
負
担
を
抱
え
て
の
毎
日
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
議
会
も
最
善
を
尽
く
し
、
終
息
へ
向
け
て
市

と
協
力
し
な
が
ら
対
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
が
２
月

７
日
を
も
っ
て
終
了
し
、
主
人
公
で
あ
っ
た
明
智

光
秀
公
の
力
量
や
知
ら
れ
ざ
る
素
顔
を
紐
解
く
ヒ

ン
ト
も
か
い
ま
み
え
た
気
が
致
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
が
ど
の
様
に
関
わ
っ
て
い
た

の
か
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
謎
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
へ
繋
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
得
た
、
と
感
じ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
、「
新
た
な
生
活
様
式
」
が
実

践
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
ら
を
守
る
た
め
、
家
族

を
守
る
た
め
、
そ
し
て
社
会
を
守
る
た
め
の
大
切

な
行
動
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
、
一
日
も
早

く「
新
し
い
日
常
」と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
い
た
い
。

�

（
Ｔ
・
Ｓ
）

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長　

佐
々
木
透

副
委
員
長　

服
部
紀
史

委
　
員　

平
林
多
津
子
、
中
嶋
元
則

　
　
　
　

安
藤
直
実
、
町
野
道
明

　
　
　
　

堀　

光
明

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

表
紙
の
説
明

現
在
、
建
設
中
の
市
立
恵
那
病
院
の
職
員
宿
舎

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
又
は
鉄
骨
造
り
で
は

な
く
、
県
産
材
を
張
り
合
わ
せ
た
パ
ネ
ル
で
壁
を
作

る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
公
共
施
設
と

し
て
は
県
内
で
も
二
例
目
で
、
木
材
の
需
要
拡
大
が

期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
、
そ
の
現
地
視

察
を
12
月
11
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
特
徴
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
な
強

度
を
保
ち
な
が
ら
軽
量
化
が
図
れ
、
高
気
密
・
高
断

熱
で
工
期
の
短
縮
が
図
れ
る
と
の
こ
と
。
最
も
期
待

さ
れ
る
の
が
や
は
り
地
元
の
木
材
が
活
用
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
い
い
事
づ
く
し
の
よ
う
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
コ
ス
ト
が
高
く
、
今
回
は
県
の
補
助
金
を

受
け
て
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
普
及
に
努

め
ら
れ
、
ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
き
る
か
が
最

大
の
課
題
で
あ
る
よ
う
で
し
た
。

主
な
出
来
事

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
事
態
宣
言
下

の
も
と
、
慎
重
な
意
見
も
あ
り
開
催
も
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
無
観
客
と
い
う
対
策
や
徹
底
し

た
コ
ロ
ナ
対
策
が
図
ら
れ
、
大
会
関
係
者
の
努

力
に
よ
り
、
第
76
回
国
民
体
育
大
会
の
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
が
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那

で
１
月
27
か
ら
31
の
５
日
間
開
催
さ
れ
ま
し

た
。開

催
期
間
中
は
、
雪
模
様
で
あ
っ
た
り
晴
天

で
あ
っ
た
り
、
そ
の
日
の
天
候
に
よ
る
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
選
手
も
大
変
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
屋
外
リ
ン
ク
で
あ
る

が
ゆ
え
の
こ
と
で
、
勝
敗
に
も
少
な
か
ら
ず
影

響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
ブ

配
信
も
全
国
に
向
け
て
実
施
さ
れ
、
多
く
の
方

に
恵
那
の
魅
力
も
織
り
交
ぜ
て
配
信
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

地
元
選
手
で
は
、
成
年
男
子
千
メ
ー
ト
ル
で

の
石
川
雅
之
選
手
の
優
勝
を
始
め
、
地
元
開
催

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
跳
ね
除
け
、
見
事
な
成
績

を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
何
と
か
開
催
で
き
た
と

い
う
感
じ
で
し
た
が
、
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
を

終
息
さ
せ
な
け
れ
ば
と
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
現
地
視
察

建築概要
木造２階建（１K６戸、１DK２戸）

建築面積 182.64㎡ / 延床面積 324.98㎡
契約額 １憶 780万円（建築本体）
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